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早いもので、今日で第 1 学期が終わります。この 1 学期、皆さん一人ひとりが努力を重

ね、日々成長してきたことを嬉しく感じています。皆さんの頑張りや前向きな姿勢に大変

感心しています。 

 

さて、明日から夏休みが始まります。この長い休みをどう過ごすかは、皆さん次第です。

今日は、この夏休みを迎えるにあたり、いくつかお話ししたいと思います。 

 

まず、「成果の方程式」についてです。これは、「成果 = やる気 × 能力」という考え方

です。能力は誰もが持っているものですが、それを引き出し、大きな成果を生むためには

「やる気」が必要不可欠です。たとえ能力が高くても、やる気がゼロでは成果は出ませ

ん。一方で、やる気が高ければ、能力をさらに伸ばし、大きな成果を得ることができま

す。この夏休み、自分のやる気を高め、日々努力を重ねることで、未来の自分に向けて能

力を育てていきましょう。 

 

次に、「隙間を見つける」という視点を持ってほしいと思います。「隙間」とは、まだ誰も

気づいていない可能性や、自分たちの専門分野で未解決の課題を指します。例えば、皆さ

んが学んでいる工業の技術や知識が、社会や産業でどのように役立っているのかを考えて

みてください。その中で、「もっとこうできないか」「ここに新たな技術を活かせないか」

という視点が生まれるかもしれません。まだ誰も考えていないところ、つまり「隙間」で

す。 

 

本校には 5 つの学科があります。それぞれの専門分野だけでなく、他の学科の内容にも目

を向けることで、新しい発想が生まれることがあります。例えば、化学科の人が電気科の

技術に興味を持つことで、「この技術を組み合わせたら面白いものが作れそうだ」という

アイデアが浮かぶかもしれません。異なる分野の知識を結びつけることで、新たな課題や

需要を発見できる可能性があります。これが「隙間を見つける力」です。自分が学んでい

る以外の異種の知識や、今まで見てきた視点を変える（視野を広げる）ことによって、

「隙間」が見えてきます。この夏休みは、こうした視野の広さや好奇心を育む絶好の機会

です。博物館や美術館、展覧会、公開講座など、普段触れる機会のない分野に足を運び、

新しい視点を得てみてください。 

 

また、夏休みを有意義に過ごすためには、計画を立てることが大切です。部活や進路活動

で忙しい人もいるかもしれませんが、少しの時間でも「自分を成長させる行動」を心掛け

てください。例えば、興味のある分野の本を読む、動画を見る、外に出て体験するなど、



どんな小さなことでも構いません。Google Classroom や HP では、さまざまなイベント情

報が発信されています。ぜひ、様々な機会を、好奇心や向上心を持って積極的に活用して

ください。 

 

最後に、皆さんにお願いがあります。それは、「自分自身や周りの人を大切にする」とい

うことです。夏休みは楽しいことがたくさんありますが、その分、気の緩みから事故やト

ラブルに巻き込まれる危険もあります。命や健康を守ること、また家族や友人を悲しませ

ないよう意識してください。特に、「命を大切にする」という意識を忘れないでくださ

い。どんなに楽しくても、命や健康を損なうような行動があってはなりません。また、軽

率な言動で他人を傷つけることがないよう、思いやりを持った行動を心掛けてください。 

 

この夏休みを、ただの休みではなく「自分を成長させる時間」にしてください。そして、

夏休みが終わったら、また元気な笑顔で 9 月 1 日の始業式に集まることを楽しみにしてい

ます。 

 

それでは、良い夏休みを過ごしてください。 

 


